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1.  保 全 措 置 の 検 討  

1.1  検 討 目 的  

環 境 影 響 評 価 書 に 記 載 さ れ て い る 山 鳥 坂 ダ ム 建 設 事 業 に よ り 影 響 を 受 け る

と 予 測 さ れ た 種 に つ い て 、 保 全 措 置 手 法 の 検 討 を 行 う も の で あ る 。  

 

1.2  保 全 措 置 対 象 種  

環 境 影 響 評 価 書 に お い て 、 対 象 事 業 の 実 施 に よ り 影 響 を 受 け る と 予 測 さ れ

保 全 措 置 対 象 種 と な っ た 動 物 の 重 要 な 種 は 、オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ 、キ イ

ロ サ ナ エ 、 ア オ サ ナ エ の 3 種 で あ る 。  

さ ら に 、平 成 20 年 に 新 た に 確 認 さ れ た ミ ヤ マ サ ナ エ も 加 え た 4 種 を 、保 全

措 置 対 象 種 と し た 。 保 全 措 置 対 象 種 を 表 1-1に 示 す 。  

 

 

 

保 全 措 置 対 象 種 4 種 の う ち 、 オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ に つ い て は 愛 媛 県 に

広 く 分 布 し て い る と と も に 、 添 付 資 料 に 示 す と お り 平 成 19 年 度 の 調 査 に お

い て 12 地 点 124 個 体 が 確 認 さ れ 、 河 辺 川 お よ び 肱 川 に 広 く 分 布 し て い る こ

と が 確 認 さ れ た た め 、 保 全 措 置 対 象 種 か ら 除 外 す る 。  

 

 

表 1-1 山 鳥 坂 ダ ム に お け る 保 全 措 置 対 象 種 （ ミ ヤ マ サ ナ エ を 含 む ）  

分 類 群  科  名  種  名  
選 定 理 由  

備 考  
①  ②  ③  ④  ⑤  

1 昆 虫 類  ミ ズ ギ ワ  

カ メ ム シ  

オ モ ゴ  

ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ  
  準 絶  準 絶   

除 外  
検 討 種  

2 底 生  
動 物  

サ ナ エ  

ト ン ボ  
キ イ ロ サ ナ エ    準 絶    

3 ア オ サ ナ エ     Ⅱ 類    

4 ミ ヤ マ サ ナ エ     準 絶    

計  2 科  4 種  0 種 0 種  1 種  4 種  0 種  
 
注 1) 選 定 理 由  ①  文 化 財 保 護 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 214 号 ）、 愛 媛 県 文 化 財 保 護 条 例 （ 昭 和 32

年 愛 媛 県 条 例 第 11 号 ）、大 洲 市 文 化 財 保 護 条 例（ 平 成 17 年 大 洲 市 条 例 第 126
号 ）お よ び 西 予 市 文 化 財 保 護 条 例（ 平 成 16 年 西 予 市 条 例 第 13 1 号 ）に 基 づ き
指 定 さ れ た 天 然 記 念 物  

   ②  絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 動 植 物 の 種 の 保 存 に 関 す る 法 律（ 平 成 4 年 法 律 第 75
号 ） に 基 づ き 定 め ら れ た 国 内 希 少 野 生 動 植 物 種  

   ③  「 第 4 次 レ ッ ド リ ス ト の 公 表 に つ い て （ 環 境 省  平 成 24 年 8 月 ）」 の 掲 載 種

    I A 類 ： 絶 滅 危 惧 IA 類 (C R )、 I B 類 ： 絶 滅 危 惧 IB 類 (E N )、  
Ⅱ 類 ： 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 (V U )、 準 絶 ： 準 絶 滅 危 惧 種 (NT )  

   ④  「 愛 媛 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク － 愛 媛 県 の 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物 － （ 愛
媛 県  平 成 15 年 3 月 ）」 の 掲 載 種  

    I A 類 ： 絶 滅 危 惧 IA 類 、 IB 類 ： 絶 滅 危 惧 IB 類 、 Ⅱ 類 ： 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 、  
準 絶 ： 準 絶 滅 危 惧 、 不 足 ： 情 報 不 足  

   ⑤  そ の 他 専 門 家 等 に よ り 指 摘 さ れ た 重 要 な 種  

  

1.3  保 全 措 置 手 法 の 概 略 検 討  

1.3.1  検 討 の 概 要  

保 全 措 置 の 概 略 検 討 の フ ロ ー を 図 1-1に 示 す 。  

保 全 措 置 の 手 法 に つ い て は 、 環 境 影 響 評 価 書 に 記 載 さ れ て い る 移 植 お よ び

生 息 環 境 の 整 備 を 基 本 と す る 。保 全 措 置 は 、継 続 的 に 確 認 さ れ て い る ア オ サ

ナ エ お よ び ミ ヤ マ サ ナ エ を 対 象 に 行 う 。キ イ ロ サ ナ エ の 生 息 環 境 は 、河 辺 川

と や や 異 な る が 、 確 認 さ れ た 場 合 、 同 様 の 手 法 で 保 全 が 可 能 か 検 討 す る 。  

昆 虫 や 底 生 動 物 の 移 植 に つ い て は 知 見 が 少 な く 、不 確 実 性 が 高 い こ と か ら 、

生 息 環 境 整 備 の 一 環 と し て 、『 環 境 保 全 区 域（ 案 ）』を 設 定 し 、生 息 環 境 を 保

全 す る 手 法 に つ い て 検 討 す る 。ま た 、本 区 域 が 良 好 な 生 息 地 で あ る こ と が 確

認 さ れ れ ば 、 移 植 地 と す る こ と を 検 討 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検 討 事 項  

図 1-1 保 全 措 置 の 概 略 検 討 の フ ロ ー  

【 保 全 措 置 】  

移 植  

◆ 環 境 影 響 評 価 書 記 載 の 項 目  

生 息 環 境 の 整 備  

『 環 境 保 全 区 域 （ 仮 称 ）』 の 設 定  

 ・ 保 全 措 置 対 象 種 の 生 息 環 境 を 網 羅  

保 全 措 置 の  

再 検 討  

移 植 地 と し て 検 討  

Yes 

生 息 状 況 の 把 握  

良 好 な  
生 息 地 ？  

『 環 境 保 全 区 域 』 と し て 生 息 環 境 を 保 全  

No 
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1.3.2  検 討 内 容  

（ １ ） 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） の 設 定  

 

図 1-2 に 示 す と お り 、 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） と し て 、 以 下 の 2 区 間 を 候 補 と

す る 。  

 区 間 A： 常 時 満 水 位 ～ 嵯 峨 谷 堰 堤 の 約 1500m の 区 間  

 区 間 B： 嵯 峨 谷 堰 堤 上 流 側 の 約 1100m の 区 間  

 

① 河 川 域 全 体 か ら み た 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） の 環 境 の 特 徴  

河 川 域 全 体 の 河 川 環 境 の 状 況 を 図 1-2に 示 す 。 河 辺 川 の 環 境 は 、 横 通 川 合

流 点 付 近 を 境 に 、上 流 側 が「 川 幅 が 狭 く 小 落 差 の 多 い 渓 流 的 な 河 川 」に 、下

流 側 が 「 山 間 部 を 流 れ る 河 辺 川 」 に 区 分 さ れ る 。  

貯 水 予 定 区 域 や 環 境 保 全 区 域（ 案 ）は 、下 流 側 の「 山 間 部 を 流 れ る 河 辺 川 」

に 含 ま れ て い る 。こ の 下 流 側 区 間 は 、一 部 に 急 こ う 配 で 河 川 幅 の 狭 い 場 所 が

見 ら れ る も の の 、多 く の 区 間 は 連 続 し て 緩 や か に 変 化 し て お り 、概 ね 類 似 し

た 環 境 と な っ て い る 。  

河 床 勾 配 は 、上 流 側 の 区 間 で は 1/10～ 1/30 で あ る の に 対 し て 、下 流 側 の 区

間 で は 1/25～ 1/130 と や や 緩 や か に な っ て い る 。河 川 幅 は 、上 流 側 の 区 間 で

は 約 10m～ 20m で あ る の に 対 し て 、下 流 側 の 区 間 で は 約 20m～ 30m と や や 広 く

な っ て い る 。下 流 側 の 区 間 の 流 路 に は 、早 瀬 、平 瀬 、淵 が 連 続 し て 分 布 し て

お り 、緩 勾 配 の 場 所 で は 、河 原 が 発 達 し て 、ツ ル ヨ シ 群 落 や 河 原 雑 草 群 落 が

成 立 し て い る 。  

 

以 上 よ り 、 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） の 環 境 は 、 貯 水 予 定 区 域 の 環 境 と 類 似 し て

い る と 考 え ら れ る 。  
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肱川

河辺川

嵯峨谷堰堤
山鳥坂ダム予定地

小田川合流点

区間 

  

ゆるやかに流れる

川幅の広い肱川 

河辺川 

  山間部を流れる河辺川 

川幅が狭く小落

差の多い渓流的

な河川 
            

河床勾配   約 1/600 約 1/25～1/130 約 1/10～1/30
          

河川幅 60～100m 20～30 m 10～20 m 
  

        

河川形態 Bb-Bc AaⅡ・Aa-Bb・Bb AaⅡ・AaⅠ 
  

        

河床構成

材料 

  

【凡例】  泥  砂  礫  石  巨石  巨岩  岩盤 
  

        

水際植生

● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

   

【凡例】 河畔高木林  河畔低木林  ツルヨシ群落  ススキ群落  河原雑草群落 
          

開空率 75～100% 50～100% 15～60% 
   

河岸状況 護岸・自然河岸 護岸・自然河岸 自然河岸 

注）河川形態とは、1 蛇行区間における瀬と淵の配置や形等で決定されるものであり、以下のとおり区分される 3)4)。 

・AaⅠ型：1 蛇行区間に瀬と淵が 2 個以上存在する（A 型）。また、瀬と淵の落差が大きい（a 型）。蛇行点の淵は

直線部の淵と同型同大である（Ⅰ型）。 

・AaⅡ型：1 蛇行区間に瀬と淵が 2 個以上存在する（A 型）。また、瀬と淵の落差が大きい（a 型）。蛇行点の淵と

直線部に存在する多くの淵とでは、形にも大きさにも大差がある（Ⅱ型）。 

・Bb 型：1 蛇行区間に瀬と淵が 1 個存在する（B 型）。また、瀬は波立ちながら淵に流れ込む（b 型）。 

・Bc 型：1 蛇行区間に瀬と淵が 1 個存在する（B 型）。また、瀬は波立たずに淵に移行する（c 型）。 

・Bb－Bc 移行型：Bb 型と Bc 型の中間的な形態をもった移行型。 

図 6.1.8-30 肱川及び河辺川の河川縦断等 

神納地区

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ｖ ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ●

支流

区 間 A 

図 1-2 肱 川 お よ び 河 辺 川 の 河 川 縦 断 等  

区 間 B 

横通川 
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図 1-3 

環 境 保 全 区 域 候 補 地  

撮 影 地 点 B-淵 1 

撮 影 地 点 B-淵 2

撮 影 地 点 B-淵 3

撮 影 地 点 A-淵 2 

撮 影 地 点 A-淵 1 

撮 影 地 点 A-淵 3

撮 影 地 点 A-瀬 1 

撮 影 地 点 A-瀬 2 

撮 影 地 点 A-瀬 3 

撮 影 地 点 B-瀬 1

撮 影 地 点 B-瀬 2 

撮 影 地 点 B-瀬 3

堰  

嵯 峨 谷 堰 堤

植 松 堰  

区 間 A＜約 1500m＞  

（ 常 時 満 水 位 ～ 嵯 峨 谷 堰 堤 ）  

区 間 B＜約 1100m＞  

（ 嵯 峨 谷 堰 堤 ～ 円 永 橋 付 近 ）

※ 本 資 料 に 掲 載 し て い る 地 図 は 、国 土 地 理 院 発 行 の 数 値 地 図 50000 を 使 用 し た も の で あ る 。



4 

 

 

 

② 区 間 A、 区 間 B の 特 徴 の 比 較  

堆 砂 の 予 測 結 果 を 図 1-4 に 、 区 間 A、 区 間 B の 環 境 の 比 較 を 表 1-2 に 、 環

境 の 写 真 を 写 真 1-1～ 1-2 に 示 す 。  

区 間 A は 、 直 轄 管 理 区 間 で あ り 、 環 境 に 変 化 が 生 じ た 場 合 に 対 策 を 行 い や

す い が 、山 鳥 坂 ダ ム の 影 響 に よ る 堆 砂 が 懸 念 さ れ る 。ま た 、常 時 満 水 位 よ り

上 流 側 で は あ る が 、大 部 分 が サ ー チ ャ ー ジ 水 位 の 下 流 側 と な っ て い る こ と か

ら 、 水 位 の 変 動 に 伴 う 環 境 の 変 化 が 予 想 さ れ る 。  

区 間 B は 、 県 管 理 区 間 で あ り 、 環 境 に 変 化 が 生 じ た 場 合 、 対 策 を 講 じ る た

め に は 調 整 が 必 要 と な る 。し か し 、嵯 峨 谷 堰 堤 よ り 上 流 側 の 区 間 で あ り 、山

鳥 坂 ダ ム に よ る 堆 砂 の 影 響 は 想 定 さ れ ず 、ま た 、サ ー チ ャ ー ジ 水 位 よ り 上 流

側 の た め 、水 位 の 変 動 は 生 じ な い と 予 想 さ れ る こ と か ら 、区 間 A に 比 べ て 山

鳥 坂 ダ ム に よ る 環 境 の 変 化 は 小 さ い と 考 え ら れ る 。  

区 間 A、 区 間 B と も に 、 瀬 淵 が 連 続 し て 分 布 し て お り 、 外 観 の 状 況 は 類 似

し て い る 。  

な お 、 区 間 A、 区 間 B と も に 、 過 年 度 か ら 継 続 し て 保 全 対 象 種 が 確 認 さ れ

て い る こ と か ら 、保 全 対 象 種 の 生 息 環 境 を 満 た し て い る 可 能 性 が 高 い と 考 え

ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 ダ ム に よ る 堆 砂 の 予 測 結 果 と 保 全 対 象 種 確 認 地 点 （ 区 間 A）  

 

 

表 1-2 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） の 環 境 （ 区 間 A、 区 間 B）  

 区 間 A 区 間 B 

区 間  常 時 満 水 位 ～ 嵯 峨 谷 堰 堤  

延 長 約 1500m 

嵯 峨 谷 堰 堤 ～ 円 永 橋 付 近

延 長 約 1100m 

設 定 の 根 拠  ・ ダ ム 周 辺 で 継 続 的 に 管 理 可 能 な 場 所  

・ 保 全 対 象 種 の 一 般 的 生 態 ・ 既 往 の 生 息 地 の 特 徴 が

合 っ て い る 場 所  

事 業 実 施 区 域 内 で 保 全 対

象 種 の 生 息 地 を 含 み 、 管

理 可 能 な 区 間 に 設 定 し

た 。  

事 業 実 施 区 域 周 辺 で 保 全

対 象 種 の 生 息 地 に 設 定 。

堰 に よ り で き た 緩 流 域 で

確 認 さ れ て い る こ と が 多

く 、 2 ヶ 所 の 堰 を 含 む 範

囲 と し た 。  

堰 堤 の 分 布  1 箇 所  2 箇 所 （ 嵯 峨 谷 堰 堤 、 植

松 堰 ）  

生 息 状 況 ア オ サ ナ エ  3 地 点  3 地 点  

ミ ヤ マ サ ナ エ  1 地 点  2 地 点  

生 息 地 の

状 況  

(H25 年  

確 認 地 点

の ﾃﾞｰﾀ) 

流 れ の 状 態  生 息 地 ① ： 淵  生 息 地 ② ： 淵  

生 息 地 ③ ： 淵  

河 川 形 態  生 息 地 ① ： Aa-Bb 生 息 地 ② ： Aa-Bb 

生 息 地 ③ ： Aa-Bb 

流 速  生 息 地 ① ： 0.2m/s 生 息 地 ② ： 0.15m/s 

生 息 地 ③ ： 0.15m/s 

底 質  生 息 地 ① ： 砂 ,石  生 息 地 ② ： 泥 ,砂  

生 息 地 ③ ： 砂 ,礫  

堆 砂 の 予 測 結 果  常 時 満 水 位 付 近 で は 堆 砂

量 が 多 い こ と が 想 定 さ れ

る 。（ 図 1-4）  

嵯 峨 谷 堰 堤 よ り 上 流 で

は 、 山 鳥 坂 ダ ム に よ る 堆

砂 は 想 定 さ れ な い 。  

水 位 変 動 の 予 測 結 果  サ ー チ ャ ー ジ 水 位 以 下 の

た め 、 水 位 の 変 動 が 想 定

さ れ る 。  

サ ー チ ャ ー ジ 水 位 以 上 で

あ る た め 、 水 位 の 変 動 は

想 定 さ れ な い 。  

管 理  直 轄 管 理 区 間  県 管 理 区 間  

長 所  ・ 直 轄 区 間 で あ る た め 、

環 境 に 変 化 が 生 じ た 場

合 、 対 策 を 行 い や す い 。  

・ 嵯 峨 谷 堰 堤 や サ ー チ ャ

ー ジ 水 位 よ り 上 流 で あ る

た め 、 山 鳥 坂 ダ ム 建 設 に

よ る 堆 砂 や 水 位 変 動 の 影

響 を 受 け な い 。  

短 所  ・ 堆 砂 や 水 位 変 動 に よ り

環 境 が 変 化 す る 可 能 性 が

あ る 。  

・県 管 理 区 間 で あ る た め 、

環 境 の 変 化 が 生 じ た 場

合 、 調 整 が 必 要 。  

 

 

 

60

80

100

120

140

160

180

3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

ダム堤体からの距離(m)

標
高

(m
)

元河床

10年後の堆砂形状

50年後の堆砂形状

100年後の堆砂形状

嵯峨谷堰堤

常時満水位　標高 131.0m

標高 172.33m

▽

サーチャージ水位　標高 154.8m

区 間 A 
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区 間 A 淵 （ 撮 影 地 点  A-淵 1）  区 間 B 淵 (撮 影 地 点  B-淵 1) 

 
区 間 A 淵 （ 撮 影 地 点  A-淵 2）  

 

区 間 B 淵 （ 撮 影 地 点  B-淵 2）  

 
区 間 A 淵 （ 撮 影 地 点  A-淵 3）  区 間 B 淵 （ 撮 影 地 点  B-淵 3）  

写 真 1-1 区 間 AB の 状 況 （ 淵 の 例 ）  

区間 AB 共に、アオサナエ・ミヤマサナエの生息環境である淵を複数含んでいる。 

 

 
区 間 A 瀬 （ 撮 影 地 点  A-瀬 1）  区 間 B 瀬 （ 撮 影 地 点  B-瀬 1）  

 
区 間 A 瀬 （ 撮 影 地 点  A-瀬 2）  区 間 B 瀬 （ 撮 影 地 点  B-瀬 2）  

 
区 間 A 瀬 （ 撮 影 地 点  A-瀬 3）  区 間 B 瀬 （ 撮 影 地 点  B-瀬 3）  

写 真 1-2 区 間 AB の 状 況 （ 瀬 の 例 ）  

区 間 AB 共 に 、 瀬 を 複 数 含 ん で お り 、 環 境 が 類 似 し て い る 。  
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③ 保 全 措 置 対 象 種 の 生 息 環 境 と の 比 較  

保 全 措 置 対 象 種 の 生 息 環 境 に つ い て 、 確 認 地 点 の 瀬 淵 等 の 流 れ の 状 態 、 河

川 形 態 、 流 速 、 底 質 を 整 理 し た (図 1-5)。 こ こ で は 区 間 A に 含 ま れ る 保 全 対

象 種 の 確 認 地 点 を 生 息 地 ① と し 、区 間 B に 含 ま れ る 地 点 を 生 息 地 ② 、③ と し

た 。 生 息 地 ① ～ ③ の 状 況 と サ ナ エ ト ン ボ 類 の 生 息 環 境 の 比 較 を 以 下 に 示 す 。 

【 流 れ の 状 態 】  

 保 全 措 置 対 象 種 は 淵 で 確 認 さ れ る こ と が 多 く 、生 息 地 ① ～ ③ も 淵 に あ っ た 。 

【 河 川 形 態 】  

 保 全 措 置 対 象 種 は Aa-Bb 型 で 確 認 さ れ る こ と が 多 く 、生 息 地 ① ～ ③ も Aa-Bb

型 で あ っ た 。  

【 流 速 】  

保 全 措 置 対 象 種 は 0～ 0.05m/s で 確 認 さ れ る こ と が 多 か っ た 。一 方 、生 息 地

① ～ ③ は 0.15～ 0.2 m/s で あ り 、 や や 流 速 が 大 き い 。 し か し 、 区 間 A、 区 間

B と も に さ ら に 流 れ の 緩 や か な 環 境 が 分 布 し て お り 、 こ れ ら の 環 境 が サ ナ エ

ト ン ボ 類 の 生 息 に 適 し て い る と 考 え ら れ る 。  

【 底 質 】  

ア オ サ ナ エ は 砂 、 礫 で 出 現 頻 度 が 高 く 、 ミ ヤ マ サ ナ エ は 泥 、 砂 で 出 現 頻 度

が 高 か っ た 。こ の こ と か ら 、底 質 の 観 点 で は 砂 が 両 者 共 通 の 生 息 環 境 を 構 成

す る も の と 考 え ら れ る 。 一 方 、 生 息 地 ① で は 砂 、 石 が 、 生 息 地 ② で は 泥 、 砂

が 、生 息 地 ③ で は 砂 、礫 が 分 布 し て お り 、こ れ ら の 3 地 点 に も 砂 が 共 通 し て

分 布 し て い る 。こ の こ と か ら 底 質 の 観 点 か ら も 生 息 地 ① ～ ③ に は サ ナ エ ト ン

ボ 類 の 生 息 に 適 す る 環 境 を 含 ん で い る と 考 え ら れ る 。  

【 河 相 】  

環 境 保 全 区 域（ 案 ）の 環 境 を 写 真 1-3～ 1-4 に 、保 全 区 域 以 外 で 保 全 措 置 対

象 種 が 確 認 さ れ た 環 境 を 写 真 1-5 に 示 す 。 区 間 A の 写 真 1-3、 区 間 B の 写 真

1-4 と も に 樹 林 の 迫 る 谷 あ い で 水 際 に ツ ル ヨ シ が 繁 茂 し 、 流 路 は 平 瀬 や 淵 が

交 互 に 見 ら れ る 河 相 を 示 し て い る 。こ れ ら の 環 境 は 、写 真 1-5 に 示 す 確 認 地

点 の 環 境 と 類 似 し て い る 。  

 

以 上 よ り 、 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） は 、 保 全 対 象 種 の 代 表 的 な 生 息 環 境 を 含 ん

で い る と 考 え ら れ る 。  

 

 

 

 

図 1-5 保 全 対 象 種 確 認 地 点 の 環 境  

（ 赤 枠 ① ～ ③ は 平 成 25 年 度 に 環 境 保 全 区 域（ 案 ）内 で 確 認 さ れ た ア オ サ ナ エ
の 生 息 環 境 を 示 し て い る 。 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） 内 の 生 息 地 の 環 境 は 、 調 査 地
域 で 確 認 さ れ た ア オ サ ナ エ の 生 息 環 境 と 類 似 し て い る 。）  

 

 

（ ３ ） 今 後 の 対 応  

こ れ ま で の 結 果 か ら 、 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） は 、 貯 水 予 定 区 域 を 含 め た 河 辺

川 中 下 流 域 の 環 境 と 類 似 し て い る こ と 、ま た 、サ ナ エ ト ン ボ 類 の 生 息 環 境 を

満 た し て い る こ と が 示 唆 さ れ る 。 よ っ て 、 環 境 保 全 区 域 （ 案 ）は 、 サ ナ エ ト

ン ボ 類 の 環 境 保 全 区 域 と し て 機 能 す る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。し か し な

が ら 、流 速 や 底 質 と い っ た 河 川 中 の 微 環 境 の 定 量 的 な デ ー タ が 不 足 し て い る

こ と 、ま た 、今 後 の 環 境 の 変 化 を 把 握 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、環 境 保 全 区

域 （ 案 ） を 中 心 と し て 環 境 調 査 を 実 施 し て 行 く 必 要 が あ る 。  

【 調 査 内 容 】  

調 査 目 的 ： 環 境 保 全 区 域 （ 案 ） が 、 保 全 措 置 対 象 種 の 生 息 環 境 を 有 す る か

定 量 的 に 評 価 す る こ と 、 お よ び ダ ム 湖 に よ り 消 失 す る 環 境 を 有

す る か を 定 量 的 に 把 握 す る こ と 。 ま た 、 環 境 保 全 区 域 の 区 間 A

と B の ど ち ら が よ り 環 境 保 全 区 域 と し て 適 し て い る の か 評 価 す

る た め の デ ー タ を 取 得 す る こ と 。  

調 査 区 間 ： 環 境 保 全 区 域 （ 案 ）  

     貯 水 池 内 の 代 表 区 間 （ 保 全 措 置 対 象 種 の 生 息 地 点  等 ）  

調 査 内 容 ： 保 全 措 置 対 象 種 の 生 息 状 況  

     生 息 環 境 の デ ー タ （ 瀬 ・ 淵 、 河 畔 植 生 、 河 床 材 料  等 ）  

 

① ～ ③

① ～ ③  

②  ③  

① ～ ③

① ～ ③  

①  
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生 息 地 ① 上 流  生 息 地 ① 下 流  

写 真 1-3 環 境 保 全 区 域 の 環 境 （ 区 間 A）  

 

 

生 息 地 ② 上 流  遠 景  生 息 地 ② 上 流  近 景 （ 遠 景 の 赤 枠 部 ）  

 

 

生 息 地 ③ 上 流   

写 真 1-4 環 境 保 全 区 域 の 環 境 （ 区 間 B）

 

 

確 認 地 点  31（ 貯 水 池 よ り 上 流 側 ）  確 認 地 点  33（ 水 没 区 間 ）  

 
 

確 認 地 点  34（ 貯 水 池 よ り 下 流 側 ）  確 認 地 点  36（ 貯 水 池 よ り 上 流 側 ）  

写 真 1-5 環 境 保 全 区 域 以 外 で の 保 全 対 象 種 の 確 認 環 境  
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2.  環 境 へ の 配 慮 手 法 の 検 討 （ 陸 産 貝 類 ）  

2.1  環 境 へ の 配 慮 の 内 容  

陸 産 貝 類 に つ い て は 、 周 辺 に 生 息 環 境 が 分 布 し て い る た め 、 保 全 措 置 対 象

種 に 追 加 し な い 方 針 と し た 。し か し な が ら 、陸 産 貝 類 に つ い て は 、一 般 的 生

態・分 布 の 知 見 が 少 な く 不 確 実 性 が 大 き い た め 、改 変 区 域 内 に 生 息 す る 個 体

を 保 全 す る た め に 、周 辺 の 類 似 し た 環 境 に 移 動 す る 環 境 へ の 配 慮 を 行 う こ と

と す る 。  

 

2.2  環 境 へ の 配 慮 の 方 法  

陸 産 貝 類 の ウ メ ム ラ シ タ ラ ガ イ お よ び サ ド タ カ キ ビ は 、 改 変 区 域 内 で 確 認

さ れ て い る 。 対 象 と な る 2 種 の 一 般 生 態 を 表 2-1に 、 環 境 へ の 配 慮 の 基 本 的

な 流 れ を を 図 2-1に 示 す 。 工 事 前 に 既 往 調 査 で の 確 認 地 点 に お い て 生 息 状 況

を 把 握 す る 現 地 調 査 を 行 う 。個 体 が 確 認 さ れ た 場 合 、周 辺 で 移 植 地 と す る た

め 、類 似 環 境 を 探 す 。対 象 ２ 種 は 広 葉 樹 林 内 を 生 息 環 境 と し て い る が 、陸 産

貝 類 は 石 灰 岩 地 を 好 む の で 、移 植 地 は 石 灰 岩 地 を 含 む 広 葉 樹 林 内 と 想 定 す る 。

改 変 区 域 内 で 確 認 さ れ た 個 体 は 、リ タ ー 及 び 周 辺 土 壌 ご と 周 辺 の 類 似 環 境 に

移 動 し た 後 、 工 事 を 開 始 す る 。  

 

表 2-1 対 象 種 の 一 般 生 態  

種  名  一 般 生 態  

ウ メ ム ラ  

シ タ ラ ガ イ  

本 州 （ 関 東 北 部 以 南 ）、 四 国 、 九 州 に 分 布 す る 。  

広 葉 樹 林 内 の 落 葉 下 に 生 息 す る 。（ 引 用 ： 岡 山 県 RED）  

サ ド タ カ キ ビ  丘 陵 地 の 林 内 落 葉 下 に 生 息 す る 。（ 引 用 ： 大 分 RDB）  

マ ル シ タ ラ や ウ ス イ ロ シ タ ラ と と も に 、落 葉 広 葉 樹 の 葉 裏 に 付

着 し て 生 息 し て い る 。（ 香 川 RDB）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 1 )リ タ ー ： 森 林 に お い て 地 表 面 に 落 ち た ま ま で 、 ま だ 土 壌 生 物 に

よ っ て ほ と ん ど 分 解 さ れ て い な い 葉・枝・果 実・樹 皮 ・

倒 木 等 が 堆 積 し た 層 の こ と 。  

        

 

 

 

 

 

3.  重 要 種 の 調 査 に つ い て （ 第 4 次 レ ッ ド リ ス ト で 新 た に 重 要 種 と な っ た 種 ）  

 

底 生 動 物 調 査 は 、 冬 季 （ 平 成 25 年 12 月 ） に 現 地 調 査 を 実 施 す る た め 、 引

き 続 き 調 査 対 象 種 の 確 認 に 努 め る 。冬 季 調 査 の 結 果 を 加 え て 、生 息 情 報 を 整

理 し 、次 年 度 の 追 加 調 査 の 必 要 性 を 検 討 す る 。な お 、キ ベ リ マ メ ゲ ン ゴ ロ ウ

は 、生 息 が 稀 な 種 で あ り 、当 該 地 域 に お け る 生 息 情 報 を 収 集 す る た め 、次 年

度 に 調 査 を 実 施 す る 。  

昆 虫 類 調 査 で ア イ ヌ ハ ン ミ ョ ウ が 確 認 さ れ た が 、 環 境 の 変 化 の 可 能 性 が 考

え ら れ る ダ ム の 下 流 域 で あ り 、 ま た 2 地 点 と 確 認 数 が 少 な か っ た こ と か ら 、

さ ら に 生 息 情 報 の 蓄 積 を 行 う た め 、 次 年 度 に 調 査 を 実 施 す る 。  

 

【 調 査 内 容 】  

調 査 目 的 ： 重 要 種 (第 4 次 レ ッ ド リ ス ト で 新 た に 重 要 種 と な っ た 種 )に つ

い て 生 息 状 況 を 把 握 す る た め に 行 う 。  

調 査 対 象 ： 重 要 種 (第 4 次 レ ッ ド リ ス ト で 新 た に 重 要 種 と な っ た 種 )の う

ち 、生 息 情 報 の 追 加 が 必 要 な 種（ ア イ ヌ ハ ン ミ ョ ウ 、キ ベ リ マ

メ ゲ ン ゴ ロ ウ 等 ）  

調 査 内 容 ： 対 象 種 の 一 般 的 生 態 ・ 有 識 者 の 知 見 等 を 参 考 に 微 環 境 ・ 調 査

時 期 に も 留 意 し て 生 息 状 況 の 把 握 を 行 う 。  

      

図 2-1 環 境 へ の 配 慮 の 基 本 的 な 流 れ  

確 認 地 点 で 生 息 状 況 を 把 握  

（ 現 地 調 査 ）  

周 辺 で 類 似 環 境 を 探 す  

（ 広 葉 樹 林 内 で 石 灰 岩 を 含 む 場 所 ） 

工 事 開 始  

個 体 確 認 の 場 合  

個 体 未 確 認 の 場 合  

個 体 を リ タ ー ※ 1 )及 び 周 辺 土 壌 ご と  

類 似 環 境 へ 移 動  
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添 付 資 料 ： オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ  生 息 状 況  

(1)   生 息 状 況 調 査 結 果  

1)   オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ  

①   生 態 特 性  

オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ の 生 態 特 性 に つ い て 、 表 1に 示 す 。  

表 1 オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ  生 態 特 性  

１ ） 種 名  オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ  

２ ） 学 名  M a c r s a l d u l a  s h i k o k u a n a  C o b b e n  

３ ） 科 名  ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ  

４ ） 重 要 性    

法 的 指 定 状 況  文 化 財 保 護 法  －  

  種 の 保 存 法  －  

  愛 媛 県 文 化 財 保 護 条 例  －  

  市 町 村 文 化 財 保 護 条 例  －  

R D B 選 定 状 況  環 境 庁 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ( 平 成 1 2 年 )  準 絶 滅 危 惧  

  環 境 省 レ ッ ド リ ス ト ( 平 成 1 9 年 )  準 絶 滅 危 惧  

  愛 媛 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ( 平 成 1 5 年 )  準 絶 滅 危 惧  

  徳 島 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク （ 平 成 1 3 年 ）  －  

  香 川 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク （ 平 成 1 6 年 ）  －  

  高 知 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク （ 平 成 1 2 年 ）  －  

そ の 他  有 識 者 に よ る 指 定 種  －  

５ ） 分 布  

記 載 内 容  参 考 資 料 名  

日 本 国 内 分 布  

－  
環 境 庁 レ ッ ド リ ス ト （ 平 成

12 年 ）  

四 国 （ 愛 媛 県 ・ 高 知 県 ）  
愛 媛 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク

（ 平 成 15 年 ）  

愛 媛 県 内 分 布  松 山 市 ・ 面 河 町 ・ 城 川 町  
愛 媛 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク

（ 平 成 15 年 ）  

６ ） 活 動 様 式 ・ 生 息 環 境         

記 載 内 容  参 考 資 料 名  

生 息 環 境 1 ）  山 間 渓 流 の 水 し ぶ き が あ ま り か か ら な い 岩 場 。   
愛 媛 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ( 平

成 1 5 年 )  

現 地 で の  

生 息 環 境  
河 辺 川 の 水 際 や 岩 の 上 で あ っ た 。  

平 成 1 6 年 度  山 鳥 坂 ダ ム 環

境 調 査 業 務 報 告 書  

７ ） 繁 殖 生 態 ・ ね ぐ ら         

記 載 内 容  参 考 資 料 名  

繁 殖 ・ ね ぐ ら 1 ）  －        －  

８ ） 採 餌 生 態         

記 載 内 容  参 考 資 料 名  

採 餌 １ ）  小 昆 虫 を 捕 食 。       
愛 媛 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ

ク (平 成 1 5 年 )  

９ ） 捕 食 者       参 考 資 料 名  

－  －  

1 0） 生 活 史  

－  

②   生 息 状 況  

オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ の 経 年 確 認 状 況 を 表 2に 、 生 息 環 境 の 状 況

を 表 3に 、 生 息 状 況 の 写 真 を 写 真 1～ 写 真 2に 示 す 。 確 認 地 点 図 は 図

面 集 の 参 考 資 料 -1 に 示 し た 。  

 

 

 

 

表 2 オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ の 経 年 確 認 状 況  

項 目  
環 境 影 響 評 価 時  

確 認 状 況  

平 成 19 年 度  

確 認 状 況  
合 計  

地 点 数  7 12 19 

個 体 数  8 124 132 

 

表 3 オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ の 経 年 確 認 状 況 と 生 息 環 境  

 

周辺の環境
水面上植
被率(％)

河川形態
※1

採集場所
の区分

河川幅
(m)

水深
(cm)

流速
(m/秒)

底質

1 ● スギ・ヒノキ植林 砂礫

2 常緑広葉樹林 玄武岩質、溶岩

3 ● 開放水面

4 ● 開放水面 礫混じり土砂

5 ● 開放水面 礫混じり土砂

6 ● 開放水面 礫混じり土砂

7 ● スギ・ヒノキ植林 礫混じり土砂

8 落葉広葉樹林 0 Aa(Ⅱ) 平瀬、淵 4 0 0.5 石、礫

9
常緑広葉樹林、落葉
広葉樹林

0 Aa(Ⅱ)
平瀬、淵、
瀞

5 0 0.3～0.5
石、礫

10
常緑広葉樹林、落葉
広葉樹林

0 Aa-Bb
平瀬、淵、
瀞

7 0 1.2
石、礫

11 ●
常緑広葉樹林

0 Aa-Bb
瀬、平瀬、
淵、瀞

13 0 0.05～0.8
砂、石

12 ●
常緑広葉樹林、落葉
広葉樹林

5 Aa(Ⅱ)
瀬、淵

9 0 0.7
石、礫

13 ●
常緑広葉樹林、落葉
広葉樹林

10 Aa-Bb
瀬、平瀬、
淵、瀞

4 0 0.3
石、礫

14 ●
常緑広葉樹林、落葉
広葉樹林、スギ・ヒ
ノキ植林

0 Aa-Bb
瀬、平瀬、
淵、瀞 5 0 0.4

砂、石

15 その他 0 Bb-Bc 平瀬、淵 30 0 0.8 礫

16
常緑広葉樹林、落葉
広葉樹林

0 Bb-Bc
平瀬、淵

30 0 0.9
石、礫

17
常緑広葉樹林、河原

100 Bb-Bc
落差工

2 0 1
石、礫、練り石
積み

18
河原

0 Bb-Bc
落差工壁面

50 0 0
コンクリート

19 ● 常緑広葉樹林 20 Aa-Bb 岩盤 5 0 -(岩盤のため) 石、礫

確認地点
番号

改変
予定区域

生息環境

 
注 ）表 中 の 網 掛 け は 平 成 16～ 17 年 度 調 査 (環 境 影 響 評 価 時 )を 示 す 。デ ー タ が 無 い 場 合 は 空 欄

と し て い る 。  

※ 1 河 川 形 態 と は 、 1 蛇 行 区 間 に お け る 瀬 と 淵 の 配 置 や 形 等 で 決 定 さ れ 、 区 分 さ れ る 。   

A a (Ⅱ ):  渓 流 型 、 特 に 渓 流 部 に 見 ら れ る も の  

Aa - B b :  中 間 渓 流 型 （ 渓 流 と 中 流 の 中 間 ）、 Bb- B c :  中 ・ 下 流 型  

・ 平 成 19 年 度 調 査 の 結 果 、 11 地 点 で 成 虫 が 113 個 体 、 1 地 点 で 幼 虫 が

11 個 体 、計 124 個 体 が 確 認 さ れ た 。河 辺 川 お よ び 肱 川 に 広 く 分 布 し て

い る 。  

・ 本 種 は 、 日 当 た り の 良 い 植 被 率 の 低 い 、 河 川 幅 4～ 50m の 石 が 分 布 す

る 水 際 の 環 境 に 広 く 分 布 し て い る と 考 え ら れ る 。 水 面 上 に 石 が 出 て い

る 環 境 に 多 い が 、 落 差 工 の コ ン ク リ ー ト 壁 面 で の 生 息 も 確 認 さ れ た 。
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写 真 1 調 査 地 域 で 確 認 さ れ た オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ  

 

確 認 地 点  17 確 認 地 点  19 

 

確 認 地 点  9 確 認 地 点  9 

 

確 認 地 点  13 確 認 地 点  14 

写 真 2 オ モ ゴ ミ ズ ギ ワ カ メ ム シ が 確 認 さ れ た 環 境  

 

 


